
  

 
朝晩は涼しくなり、すっかり秋らしくなりました。この時期は、寒さと暑さが入り交じるため、体調を

崩す人が増えます。気温の変化に合わせて衣服の調整ができるように、ご家庭でのご配慮のほど、よろし

くお願いします。 
 

 

 

 

 

  

 

目の検査（２学期）

B（４％）

C（１２％）
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 情報を得る五感の内訳は、視覚８７％ 聴覚７％ 味覚３％ 臭覚２％ 触覚１％です。 人生１００

年時代、目の健康がいかに生活を楽しく豊かにしてくれるものか分かりますね。 

視力低下は近年、子どもの健康上の大きな課題になっています。文部科学省の調査によると、裸眼視力 1.0 

未満の割合は、小学 1年生で 4人に 1人、小学６年生では過半数で、年齢が高くなるにつれて増加傾向にある

そうです。学校での学習や、ご家庭での生活ともに子どもが ICT機器に触れる機会が増えていることも見逃せ

ない要因です。保健室をはじめ、学校からも取り組みや啓発を続けていきます。保護者のみなさまにおかれま

しても、引き続きご配慮をよろしくお願いいたします。 

色の見え方について 

近年、先天的に色の見え方が異なる人に配慮した「カラーユニバーサルデザイン」が社

会的に推進されています。一方で、学校においては平成１５年以降、定期健康診断で色覚

検査が必須項目でなくなったことなどから、特定の色やその組み合わせが見えにくいこ

とに、お子さん本人も含めて気が付かない場合があります。色の見え方が異なる割合は男

性の５％、女性の約０．２％といわれています。教材、教具をはじめ、学校の中で特定の

色やその組み合わせが意図せず使われていることがあり、見えにくさを生じる可能性が

あります。 

本校でも４年生の希望者を対象に色覚検査を実施します。後日４年生に色覚検査の希

望調査表を配布しますので、ご提出をお願いします。 

 

 

 

夏休み明け、９月に今年２回目の視力検査を行いまし

た。眼鏡を使用している人は、眼鏡をかけた視力です。

４月の視力検査と比べ、急に視力が落ちた児童が見られ

ました。視力低下は、ものを見るときうまくピントを合

わせることがきでないことが原因ですが、まれに病気が

原因で起こることもあります。受診勧告書を受けとられ

た人は、ぜひ受診をしましょう。 

視力検査（９月） 

A（８１％） 

D（２％） 



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日時） １０月２０日（金）午後から 

（場所） 相談室（保健室内） 

お子様のことで何か気になることや心配なこと、どんな些細なことで

もかまいません。お気軽にご相談ください。 

希望される方は担任または、教育相談担当（野田）までお知らせくだ

さい。次回は、１１月１４日（火）です。 

 

SC（スクールカウンセラー）の佐伯先生が来校されます 

 

スマホやタブレットなどの操作は，パソコンよ

りも近距離で小さな画面を長時間集中して見が

ちです。目に負担がかかり、筋肉疲労を起こしや

すいのです。放っておくと集中力の低下や肩こ

り・頭痛などが起こることもあります。「まだ１０

代だし…」「老眼なんて先の話…」と思うかもしれ

ませんが、現代は小さい頃から ICTの機器に触れ

る時間が多い分、目に負担がかかり続けていると

も言われています。また近年、黒目が内側によっ

てしまう『急性内斜視』が１０代を中心に急増し

ています。一度発症すると自然には治りにくいと

言われています。ゲームやスマホ等の使い方に

は、十分にご配慮をお願いします。 


